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『
太
平
記
』
巻
三
十
九

・
四
十
成
立
試
論

小

秋
元

段

序

 
全

四
十
巻

に
及

ぶ
現
存

の

『太

平
記

』

の
形
態

は
、

一
日

に
し

て
忽

焉

と
そ

の
姿

を
現

し
た

の

で
は
な

く
、

ど
う

や
ら
数

次

の
書

継

を
経

て
徐

う

に
そ

の
形

態
を

整
え

て

い

っ
た

と
考

え
る
方

が
適

切

な
よ
う

で
あ

る
。

同

時

代
人
今

川
了

俊

の

『
難
太

平
記

』

(応

永

九
年

〈
一
四
〇

二
〉
成
)
に
は
、

 

昔

シ
等

持
寺

ニ
テ
。
法
勝

寺

ノ
慧
珍

上

人
。

此
記

ヲ
先
三
十

余
巻
持

参

 

シ
給

テ
。
錦

小
路

殿

ノ
御

目

二
懸

ラ

レ

シ
ヲ
。
玄
慧

法
印

二
読

セ
ラ

レ

 

シ

ニ
。
多

ク
虚
事

モ
。
誰

モ
有

シ
カ

バ
。
仰

二
云
。

是

ハ
且

ク
見
及
ブ

 
中

ニ
モ
。
以

外
違

目
多

シ
。
追

テ
書

入

又
切
出

ス
ベ
キ
事
等

ア
リ

。
其

 

程
外
聞

ア

ル

ベ
カ
ラ
ザ

ル
ノ
由

仰

セ

ア
リ

シ
後

二
中

絶
也

。
近
代

重

テ

 

書
続

ケ
リ
。
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

(貞

享

三
年
刊

本

に
よ
る
)

と

の
著
名

な
証

言
が

残

さ
れ

て

い
る
。
勿
論

、
こ

の
書

が
十
五

世
紀

に
入

っ

て

の
成

立

で
あ

る
点

か
ら

も
、

本
条

に
全

幅

の
信
を

お
く

わ
け

に
は
ゆ

く

ま

い
が

、
そ
れ

に
し

て
も

お
よ

そ
、
ω

錦

小
路

殿

(足
利
直
義

、
貞

和
五

年

〈
=

二
四
九

〉

の
政
変

に
失

脚
)

の
時

代

に
現
存

本

に
至

る

以
前

の
形

態

の

『
太
平
記

』

が
既

に
成

立

し

て

い
た

こ
と
、
口

同
書

の
改
訂

が
直
義

に
よ

っ
て
命

じ
ら

れ
、
後

に
そ

の
作

業

が
中
絶

し
た

こ
と
、
口

「
近
代

」

に
な

っ
て
書
継

が

な
さ

れ
た

こ

と
、
等

の
成
立

に
関
す

る
伝

は
事

実

と
さ

し
て
蓬
庭

が

あ

る
と
は
考

え

ら

れ
な

い
。

一
方

、
最
終

的
な

四
十

巻
構

成

の

『太
平

記
』

の
成

立

の
上

限

と
し

て
は
、
永

和
年
間

(
巨

枕
価
)
書

写

の
古

写
本

(巻

三
十

二
に
相

当

す
る
本

文
を
持

つ
零
本

)

の
存
在

か

ら
、

応
安

(
=
二六
八

-
七
五
)
末
年
か
ら
永
和
年
間
辺
り
を
想
定
す
る
蕊

は
ほ
ぼ
妥

当

で
あ

る

と
思

わ
れ

る
。

 

こ
の
書

継

成
立
説

を

戦
後

に
入
り
、

よ

り
具
体
的

に
検
証

さ

れ
た

の

は

鈴

木
登
美

恵

氏

で
、
現

存
本

巻

二
十

四
、

五
の
辺
り
、

巻

三
十

三
前
後

、

巻

三
十

九

に
そ

れ

ぞ

れ
成

立

の
区

分

が
認

め

ら
れ

る

と

す

る

そ

の
指

摘

は
、
後

の
研
究

に
大

き

な
展

望

を
与

え
た

と
言

え

る
。

こ
の
う

ち
第

一
次

の
成
立

に

つ
い
て
は
、

増

田
欣
氏

に
よ

っ
て
、

巻

二
十

五

の
天
龍

寺
供

養

関

係
記

事
を

挾

ん
で

四
年
半

に
及

ぶ
記

事

の
空

白
時
期

に
さ
し

か

か
る
前

の
暦
応

(
=
二
】二
八

-

四
】
)
末
年

か
ら
康
永

(
に
障
幽
匹
)
の
間

に
そ

の
時
期

と
位

置

と
が

比
定

さ
れ

た
。

ま
た
近

時
、

後
醍

醐

天
皇

の
顕

と
冥

と

の
世

界

に
於

け

る
物

語
、

と

い
う
見

方

で

『
太
平
記

』

を

二
部
構

想
説

で
解
釈

す

る
麻
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原
美
子
氏
は
、
第

一
部
を
天
龍
寺
供
養
ま
で
の
後
醍
醐
の
物
語
、
第
二
部

を
そ
れ
以
後
に
書
き
継
が
れ
た
公
武

】
統
の
歴
史
の
物
語
、
と
す
る
五
味

文
彦
氏
の
説
と
と
も
に
、
天
龍
寺
供
養
記
事
に
一
旦
の
完
結
点
を
想
定
す

る
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

 
次
に
、
現
存
本
巻
三
十
九
の
段
階
で

一
旦
の
成
立
を
み
た
と
す
る
説
に

つ
い
て
で
あ
る
。
前
掲
鈴
木
氏
は
、
前
田
綱
紀

『桑
華
書
誌
』
著
録

一
条

兼
良
校
合
本
の
移
写
本
の
奥
書
の

「右
此
記
四
十
帖
軟
之
内
廿
二
与
四
十

者
元
来
閾
云
々
…
…
」
、
と
の
記
載
を
指
摘
し
、
巻
三
十
九
巻
末
の
光
厳
院

廻
国
の
記
事
に

『平
家
物
語
』
で
い
う
灌
頂
巻
的
性
格
の
あ
る
点
と
あ
わ

せ
、
こ
の
記
事
ま
で
の
作
品
が
か
つ
て
存
在
し
、
そ
の
後
更
に
記
事
が
増

補
さ
れ
な
が
ら
未
整
理
の
ま
ま
終

っ
た
の
が
現
存
本
の
形
態
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
西
達
治
氏
は
巻
三
十
八
後
半
か
ら
三
十
九
前
半
の

記
事
群
が
、
諸
国
の
南
朝
方
有
力
守
護
大
名
ら
の
滅
亡

・
帰
順
を
描
き
、

巻
末
に
光
厳
院
廻
国

・
死
去
の
記
事
を
配
す
る
構
成

(氏
は
斯
波
氏
関
係

記
事

・
高
麗
人
来
朝
記
事
を
別
次
元
の
人
物
の
後
補
と
見
倣
す
)
を
と
る

こ
と
に

「説
話
系
列
の
収
束
的
な
性
格
」
を
認
め
、
巻
三
十
九
で
の
一
旦

の
成
立

の
可
能
性
を
論
じ
ら
れ
た
。殊
に
中
西
氏
の
注
目
さ
れ
た
よ
う
に
、

巻
三
十
九

「基
氏
芳
賀
合
戦
之
事
」
が

「大
名

一
族
ノ
傲
儀
モ
是
ヨ
リ
停

ト
ト
〉
マ
リ
ニ
ケ
リ
」、
と
結
び
、
足
利
体
制
の
内
紛
の
終
焉
の
様
を
端
的

に
伝
え
て
い
る
点
は
見
落
せ
な
い
。

一
方
、
長
坂
成
行
氏
は
河
村
秀
頴
校

合
本

(名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
河
村
文
庫
蔵
)
に
よ
る
宝
徳
本

(宝

徳
三

・
四
年

〈
一
四
五
一

ー

五
二
〉
写
)
の
本
文
の
復
元
か
ら
、
該
本
が
諸
本
の
大

尾
と
す
る
細
川
頼
之
執
事
就
任
記
事
の
後
に
光
蝋
院
関
係
記
事
を
据
え
る

特
異
な
形
態
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
同
じ
く
光
厳
院
廻
国

記
事
が

「終
結
部
の
構
想
に
決
定
的
に
重
要
な
働
き
を
し
て
」
い
る
と
認

め
る
長
坂
氏
は
、
近
時
、
『太
平
記
』
終
結
部
の
成
立
過
程
を
、

 

「大
内
介
降
参
之
事
」
か
ら
「神
木
御
帰
座
之
事
」
ま
で
、
お
よ
び

「光

 
厳
院
禅
定
法
皇
御
茸
藪
之
事
」
ま
で
の
形
を
第

一
次
形
態
と
考
え
る
。

 
神
木
帰
座
で
は
諸
大
名
の
確
執
は
終
結
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
わ

 
け
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

『太
平
記
』
全
体

の
大
尾
と
し
て
は
不
十
分

 
で
、
や
は
り
光
厳
行
脚
の
よ
う
な
重
み
を
持

つ
求
心
的
章
段
が
必
要
と

 
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
貞
治
六
年
以
降
、
外
冠
に
対
す
る
恐
れ
、

 
足
利
政
権
要
人
の
死
な
ど
が
相
つ
ぎ
そ
れ
ら
を
追
記
す
る
形
で

「高
麗

 
人
来
朝
之
事
」
か
ら
頼
之
の
執
事
就
任
ま
で
の
記
事
が
書
か
れ
た
。

と
明
快
に
論
じ
、
前
の
宝
徳
本
の
形
態
を
、

 
光
厳
院
の
記
事
の
重
要
性
を
鑑
み
て
、
あ
る
い
は
第

一
次
形
態
本
の
影

 
響
を
受
け
て
、
全
体
の
大
尾
に
光
厳
院
行
脚
の
記
事
適
粥
し
た

も
の
と
し
て
、
右
の
成
立
過
程
を
跡
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『太
平
記
』

大
内
介
降
参
之
事

山
名
京
兆
降
参
之
事

仁
木
義
長
降
参
之
事

基
氏
芳
賀
合
戦
之
事

神
木
入
洛
之
事
付
道
朝
北
国
下
向
之
事

諸
大
名
諦
道
朝
之
事
付
道
朝
北
国
下
向
之
事

神
木
御
帰
座
之
事

高
麗
人
来
朝
之
事
禰
漱
航
籟
ヨ
躰
縦
煽
事

光
厳
院
禅
定
法
皇
御
茸
藪
之
事
付
同
崩
御
之
事

玄
玖
本

 

)巻39
一 巻40-→

西源院本

流布本等

 
』

 
『
〈参考〉巻三十九章段名
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の
書
継

・
成

立

の
事

情

を
極

め

て
具
体
的

に
、

そ

の
過
程

に
肉
迫

す

る
か

た

ち
で
説

か
れ

た
と
言

う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

 

こ
う
し

た
書
継

・
成
立

の
論

は

、
単

な
る
成

立
論

と

し
て
と

ど
ま

る
ば

か

り
で
は

な
く
、

当
時

の
政

治
状

況

の
少

な

か
ら

ぬ
影
響

を
受

け
た

で
あ

ろ
う
本

書

の
思
想

や
構
想

を
論

ず

る

こ
と
と

不
即
不

離

の
関

係

を
有

し

て

い
る
こ
と

は
言
う

を
侯

た
な

い
。

双
方

の
議
論

は
常

に
交
流

し

あ
う
必

要

性
を
持

っ
て

い
る
の

で
あ

る
。

例

え
ば
巻

二
十

五

や
三
十

九
と

四
十

の
間

等

の
位

置

に
、
そ

れ
ぞ

れ
現
存

四
十

巻
本

の
成

立

に
先
ん

じ
た
成

立

の
区

分
を
認

め

る

こ
と
は
、
各

々
の
作
品

世
界

の
構

造
を
捉

え

る
上

で
有

効

か

つ
重
要

な

こ
と

で
あ
る

と
言

え
る

で
あ

ろ
う
。
無

論

、

『太

平
記
』
全

四
十

巻

を
通

読

し
て
、

そ

の
作

品
全

体

を

一
括

し

た
視

野

で
考
究

す

る

こ
と

も

重
要

な
作
業

で
あ

る

こ
と
も
事

実

で
あ

る
。

た
だ
そ

の
場
合

、

『
太
平
記

』

が

四
十

巻

に
亙
り

、

四
十

余
年

に
及

ぶ
両

朝

の
全
国

的
な
争

乱

の
歴
史

を

描
く

に
あ

た

っ
て
、
常

に
飽

く
な

き
意
欲

と
批

判
精

神

と
、
そ

し

て
生

き

生

き
と
し

た
筆
致

と
を
保

持

し
得

た

の
も
、
作

品
全

体
が

ま
さ

に
事
件

に

「
雁
行

」

(中

西
氏

)
す

る

か
た
ち

で
綴

ら
れ

て

い

っ
た

と

い
う
事

情

に
よ

る
も

の
で
あ

る

こ
と
も
忘

れ

る
わ

け

に
は
ゆ

か
な

い
。

 

小
稿

で
は

こ
う

し
た

『
太
平

記
』

の
書

継

の
問
題

の
中

か
ら

、
特

に
終

結
部

と
も
呼

ぶ

べ
き
巻

三
十
九

・
四
十

の

二
巻

を
採

り
挙
げ

、

そ

こ
に
於

け

る

一
旦

の
欄
筆

と
そ

の
後

の
書

継

の
様

相

を
考

え

て
ゆ

く

も

の

で
あ

る
。

も
と

よ
り
同
時

代
的

資
料

と

し

て
は
ほ

ぼ

『
難

太
平
記

』

の
記
述

に

と
ど

ま
り
、

そ

こ
か
ら

よ
り
確

度

の
高

い
論
を
紡

ぎ

出
す

に
は

、
現
状

で

は
作

品
自
体

よ
り
徴

証

を
得

る
よ

り
他

な

い
。

歴
史

に

「雁

行

」
す

る
が

如
く

『
太
平

記
』

は

四
十

巻
本

と

し

て

の
構
成

を
整

え

た
、

と
の
考

え
を

念
頭

に
置

き
、
目

下
稿
者

が

問
題
意

識

を
持

っ
て

い
る
記

事

の
幾

つ
か
を

並

べ
る

こ

と

に

よ

り

、

い
。

終
結
部
の
成
立
事
情
の
具
体
相
を
探
っ
て
ゆ
き
た

貞
治
改
元

 
有
力
守
護
大
名
間
の
熾
烈
な
権
力
闘
争
と
そ
れ
に
基
づ
く
南
北
二
派
に

よ
る
各
地
の
闘
諄
の
、
い
つ
果
て
る
と
も
知
れ
ぬ
混
沌
と
し
た
世
界
を
描

く

『太
平
記
』
第
三
部
も
、
巻
三
十
三
辺
り
よ
り
、
ま
た
新
た
な
内
証
の

段
階
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
畠
山
道
誓
主
導
の
大
規
模
な
河
内

・
吉
野

攻
略

(巻
三
十
四
)、
同
じ
く
畠
山
に
よ
る
仁
木
義
長
排
斥
事
件

(巻
三
十

五
)
、
佐
々
木
道
誉
の
謀
略
に
よ
る
執
事
細
川
清
氏
の
失
脚
・離
反
、
関
東

の
畠
山
道
誓
の
謀
叛
ほ
か
各
地
の
反
幕
勢
力
の
蜂
起

(巻
三
十
六
、
三
十

七
)
と
そ
の
終
息

(巻
三
十
八
、
三
十
九
前
半
)。
幕
政
の
安
定
化
を
図
り

つ
つ
あ
っ
た
斯
波
道
朝
の
佐
々
木
道
誉
ら
の
護
に
よ
る
突
然
の
失
脚
、
四

十
年
に
及
ぶ
争
乱
を
見
つ
め
て
き
た
光
厳
院
の
死
(巻
三
十
九
後
半
)、
そ

し
て
鎌
倉
公
方
足
利
基
氏
、
将
軍
義
詮
の
あ
い
つ
ぐ
死
と
細
川
頼
之
執
事

就
任

に
よ
る

「
中
夏
無

為

ノ
代

」

の
到

来

(巻

四
十
)
i

こ

の
よ
う

に
、

転
移

を
繰

り
返

す
政
権

の
所
在

と
そ

の
場

に
立

ち
あ

っ
た
人

物

の
消
長

の

様

を
、

一
見
羅

列

す
る

か
の
如

く
描

い
た

の
が

こ

の
第

三
部

後
半

部

の
世

界

で
あ

る
と
言

え

よ
う
。

 

こ

の
巻

三
十

三
以

降

の
世
界

を
大
森

北
義

氏

は
「
第

三
部
展

開

部
後
半

」

と
称

さ

れ
た

が
、
中

で
も

こ

こ
を

「事

件

展
開
を

畠
山

と

の
関

わ
り

で
描

き

す
す

め
、
現

象
的

に
は
分
散

し

て
生

起

し
た

は
ず

の
諸

事

件

に

一
つ
の

筋

を
通

そ
う

と
し

て

い
る
」
、
と
読

み
と

ら
れ
た

こ

と
は
重
要

で
あ
る
。
確

か

に
、
大

規
模

な
南

軍
掃

蕩
作

戦
、

仁
木

、
細

川
、

そ
し

て
畠
山

ら

の
離

反

か
ら
滅

亡

ま

で
の
記
事

は
、

巻

三
十

三
巻
末

「
新

田
左
兵

衛
佐

義

興
自
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害
事

」

に
於

い
て
畠
山

に
謀

殺

さ
れ

た
新

田
義

興

の
怨
霊

に
よ

っ
て
領

導

さ

れ
る
、

と

い
う
構
想

が

一
貫

し

て
存

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

 

こ
う

し
た
流

れ
を
第

三
部

後
半

部

に
見
出

だ

し
た
場
合

、

既

に
諸

先
学

が

注
目

さ
れ
た

よ
う

に
、
巻

三
十

四
末

尾

「
吉

野
御
廟

上
北

面
夢
之

事

付

将
軍
為
始
諸
勢
開
陣
之
事
」
で
遁
世

を
決

意

し
後

醍
醐

天
皇

の
廟

に
暇
乞

い
に
来

た
上
北
面

の
見

た
夢

の
内
容

が
重

要

な
役
割

を

果
た

す
こ
と

に
な

る
。
そ

の
夢

と

は
l
l
夜

叉
羅

刹

の
如

き
形
相

で
口
よ

り
火
焔

を
吐

き
、
天

狗
道

の
苦

患
を

受
け

る
先
帝

後
醍

醐

が
、

旧
臣

日
野
資

朝

・
俊

基

に

「
サ
テ

モ

君

ヲ
悩

シ
世

ヲ
乱

ル
逆

臣
共

ヲ
、
誰

二
仰
付

テ

カ
罰

ス

ヘ
キ
」
、
と

の
問

い

を
発

す

る
。
両
名

は
摩

醗
首

羅

王

の
前

の
議

定

と
し

て
、
南
方

侵
攻

の
幕

府
勢

の
撃

退
を
楠

木
正

成

に
、
仁

木
義

長

の
退
治

を
菊
池

愚
鑑

に
、

細
川

清
氏

を
土

居

・
得

能

に
任

せ
る

こ
と

に
決

し
、

ま
た
畠
山

道
誓

の
処

罰

に

つ
い
て
は

「
殊

更

二
唄

悉
強

盛

ノ
大
魔

王
新

田
右

兵
衛
佐

義

興
」
が
自

ら

す

す
ん

で
そ

の
役

を

ひ
き

う
け

た
旨

を
奏

上
す

る
。

こ
れ

に
よ
り
、

巻
三

十

三
巻
末

と
呼

応
し

て
義

興
怨
霊

に
よ

る
畠

山
道

誓

の
滅

亡

と
、

そ

の
他

の
人
物

の
未
来

が
明
確

に
予
告

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
の
で
あ

る
。
本

章
段

が
第

三
部
後

半

部

の
世

界

に
於

い
て
構

想

上
重

い
位
置

を
占

め

て

い
る

こ

と
が
わ

か
る

で
あ

ろ
う

。

 

上
北
面

の
夢

は
更

に
続

く
。

 

…
…
主

上
誠

二
御
快

気

二
打
咲

セ
給

ヒ
テ
、

サ

ラ

バ
年

号

ノ
替

ラ
ヌ
先

 

二
疾

々
退
治

セ

ヨ
ト
被
仰

テ
、

又
御

廟

ノ
中

へ
入

セ
給

ヒ
ヌ
ト
見

進

セ

 

テ
、
夢

ハ
忽

二
覚

ニ
ケ

リ
…

…

正
成

や
義

興

の
怨
霊

に
よ

っ
て
世

を
乱

す
逆

臣

を
罰

す

べ
き

周
到

な
手
順

に
後

醍
醐

は

満

足

し

な
が

ら

も
、

そ

の
実

行

を

「
年

号

ノ
替

ラ

ヌ
先

二

疾

々
」
、
と
促
し

て

い
る

の
で
あ

る
。
な

に
ゆ

え
、
後

醍
醐

は
彼

ら
の
刑

の

実

行
を
急

ぎ
、

し

か
も
年

号

の
替

る
以
前

に
、

と
念

を
押

す
必
要

が

あ

っ

た

の
で
あ

ろ
う

か
。

恐

ら
く

そ

の
背

後

に
は

『北

野

天
神
縁

起
』

に
代

表

さ
れ

る
天
神

説
話

に
見

ら
れ

る
、
醍

醐

天
皇

と
延
長

改
元

を
め

ぐ

る

一
説

話

の
存

在
が

考

え
ら
れ

、

こ

の
条

り

に
影

響
を
与

え

て

い
る
と

見
受

け
ら

れ
る

の

で
あ

る
。

そ

の
説

話

と
は
、

醍
醐

天
皇

の
従

兄
弟
右

大
弁

公
忠

が

頓

死

し

て
冥

宮

に
至

っ
た

と

こ
ろ
、
菅

丞
相

が
金

の
申

文

を
文
挾

に
さ

し

あ
げ

、

「
延
喜

の
聖

主

の
し

わ
ざ
ど

も

や
す

か
ら
ざ

る
事
」

(日
本

思
想

大

系

本

〈
建
久

本
〉

に
よ

る
、

以
下
同

)

を
訴

え
て

い
る

の
を
目
撃

す

る
。

菅

丞
相

が
様

々
訴

え
た

と

こ
ろ
、

 

…

…
其
時

あ

け
や
む

ら
さ

き
を

ま

つ
ひ
た

る
冥
官
辮

四
人

な

ら
び

ゐ
た

 

り

し
が
、
第

二

の
座

に
居
た

る
人
、
す

こ
し
あ
ざ

笑

ひ
て
、
「
延

喜

の
帝

 

こ
そ
す

こ
ぶ

る
荒
涼

な
れ
。

も

し
改
元

あ

ら
ば

い
か

ゴ
」

と
申

さ

れ
候

 

し

な
り
。

と

一
人

の
冥

官
が

発
言

し
た

と

い
う
。
蘇

生

し
た
公
忠

は
直

ち

に
こ
の
由

を
奏

上
し
、

天
皇

は
早

速
年

号
を

延
喜

か
ら
延

長

に
改
め

た
、

と
す

る
話

で
あ

る
。

こ

の
第

二
の
冥
官

が
示

し
た

「
も

し
改
元
あ

ら
ば

い
か

ゴ
」
、

の

言

が
、

後
醍

醐

の
「
年
号

ノ
替

ラ

ヌ
先

二
疾

々
退
治

セ

ヨ
」
、

の
ひ
と

こ

と

の
下
敷

に
な

っ
て

い
る
こ

と
は
先
ず

間
違

い
な

い
で
あ
ろ

う
。

と
言

う

の

も
、

も

と
よ
り

『
太
平

記
』

と

『
北
野

天
神
縁

起
』

と

の
関

係

は
深

い
の

で
あ

っ
た
。

周
知

の
如

く

『
太
平

記
』

巻

十

二

「
大

内
裏

造

営

之
事

付
北

野
天
神
ノ
事
」
で
は
、
大
内
裏

の
回
禄
、
天
満

天
神

の
由
来

を
述

べ
る

に
あ

た

り

『北

野

天
神
縁

起
』

の
内
容

を

ほ

ぼ
記

事

に
取

り
込
ん

で

い
る
。

そ

の

意

味

で
、
後

醍
醐

怨
霊

課
を

形
づ

く

る
作

者

に
と

っ
て
、

天
神

関
係

の
説

話

は
無

視

し
得

よ
う
筈

も

な

い
近

い
位
置

に
存

在

し
て

い
た

の
で
あ

る
。

 

で
は
、

右

に
掲

げ

た
延
長

改
元

に
関

す

る
条

り

を

『太

平
記

』

に
と

り
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込

ま
れ

た
天
神

縁
起

の
形

で
見

て
み
た

い
。

 

…
…
光
余

人

並
居
給

ヘ
ル
冥
官
大

二
怒

テ
、
時

刻

ヲ
移

サ

ス
其
謎

二
可

 

及

ト
同

シ
給

シ
ヲ
、
座
中

第

ニ
ノ
冥
官

若

シ
年
号

ヲ
改

テ
過

ヲ
謝

ス

ル

 
道

ア
ラ

バ
如

何
候

ヘ
キ
ト
宣
給

シ

ニ
、
座
中

皆
案

シ
煩

タ

ル
体

二
見

エ

 

テ
、

其
後
公

忠
蘇

生
仕

テ
候
也

…
…

『
北
野

天
神
縁

起
』

の

「
も
し
改

元
あ

ら
ば

い
か

ゴ
」
と

比
較

し

て
み
れ

ば

明
ら

か
な

よ
う

に
、

『太

平
記
』
で

は
改

元

と

い
う

行
為

を

「
過

ヲ
謝

ス

ル
道

」
と
し

て
そ

の
意
義
を

明
示

し

て

い
る

の
で
あ

る
。
『北

野
天

神
縁

起
』

の
右

の

一
節

に

こ
う

し
た
意

味
あ

い
が

含
ま

れ
て

い
な

か

っ
た

と

い
う
わ

け
で

は
勿

論

な

い
の
だ
が
、

そ

れ

に
し

て
も

『
太
平

記
』
作

者

が
、

公
忠

蘇
生

説

話

に
現

れ

た
改
元

の
持

つ
意

味

を
重
視

し
、

そ

の
役

割

を
強
調

化

し
て
理
解

・受

容
し

て

い

っ
た

こ
と
は
確

か
な

よ
う

で
あ

る
。

そ

こ
で
は
、

改

元

と

い
う
行

い
が

治
者

に
と

っ
て
政

道

の
誤

り

に
対

す

る
謝

罪

と
な

り
、
冥

界

か
ら
処
断

さ

れ
ね
ば

な
ら

ぬ
折

の
免

罪

の
手
段

と
し

て

の
意
が

強

く
現

れ

て

い
る
と
見

る
こ

と
が
で

き
る
。

か

の
上

北
面

の
夢

の
中

で
、

後

醍
醐

の
怨
霊

が

改
元
を

怖

れ
た

の
も

、

こ
う
し

た
説
話

中

の
発
想

に
基

づ

い
た
趣
向

と
考

え
ら

れ
る
。

よ

っ
て
、

こ
こ

で
は
足
利

方
武
将

た

ち

へ

冥
界

よ
り
処
罰

を

行
う

に
あ

た
り
、
北

朝

の
改
元

は
ま

さ

に
こ

の
効

力
を

停

止

せ
し

め
る
力

を
持

つ
と
位
置

付

け
ら

れ
て

い
る
わ

け
で
あ

る
。

そ

れ

は
ま

た
逆

に
言

え
ば

、
足

利
方

に
と

っ
て
の
世
上

の
安
泰

は
改

元

と

い
う

行

為

に
よ

っ
て
齎

さ

れ
得

る

も

の
で

あ

る

と

の
示
唆

に
も

繋

っ
て

ゆ

こ

う
。
改

元

と

い
う

行
為

は
政
治
史

的

に
も
飢

饅

・
疫

癌

・
兵
乱

等

の
発
生

し
た
際

、

そ
れ
ら

事
変
を

鎮

め
る
目
的

で
半
ば

常
套

的

に
な

さ
れ

る
も

の

で

は
あ

る
が
、

こ

こ
で
は
第

三
部
後
半

部

の
構
想

の
上

で
も
有

機

的
な
役

割
を
荷

っ
て

い
る
と
見

る

こ
と
が

で
き
そ

う

で
あ

る
。

 

で

は
、
後

醍
醐

を
怖

れ
さ
せ

た
以
後

の
京
都

に
於

け

る
改

元

の
過
程

を

追

っ
て
み

る
こ

と
に
す

る
。

先
ず

延
文

か
ら
康

安

へ
の
改

元

が
、

巻

三
十

四

か
ら

ほ
ど
近

い
巻

三
十

六

「仁

木
京

兆
宮

方
降
参

之
事

付
大
神
宮
御
莚

日乏

事
」

で
な

さ
れ

る
。

引
文

す
れ
ば

、

 

都

ニ

ハ
去

年

ノ
天
災

、
旱
越

、
飢
睡

、
疫

痛
、
都

鄙

ノ
間

二
起

テ
、
 

 

骸
路

径

ナ
充
満

セ

シ
事

、
直
事

二
非

ス
、

何
様

改
元
有

ヘ
シ
ト

テ
、
延

 

文

六
年

三
月
晦

ノ
日

二
康

安

元
年

ニ
ソ
被

レ
改

ケ

ル
、
其

翌
夜

シ

モ
四
条

 

冨
小

路

ヨ
リ
火
出

テ
、

四
方

八
十

六
町

マ
テ
焼
失

ス
、

改

元

ノ
始

二
洛

中
彼
様
二
焼
ヌ
ル
事
、
先
不
吉
ノ
表
事
也
、
其
上
去
年
ノ
疫
疫
モ
尚
止

コ
ト

ヲ
得

ス
、
其

春
末

夏

ノ
始

ヒ

マ

ニ
ハ
悪
瘡

、
腫
物

速

上
、

口
論

、
喧
嘩

 
間
無

天

死

ス
ル
者

数

ヲ
知

ス
、
此
年

号
猶
善

カ

ラ

ス
ト
ソ
人

々
申

ケ

ル
、

天
災
地

異

の
鎮
撫

の
為

に
行

わ
れ
た
康

安
改

元

も
、
そ

の
効

果

を
期

待
す

る

の
は

お
ろ

か
世

上

は
益

々
悪

い
状
態

へ
と
陥

っ
て
ゆ
く
。

こ
こ

で
は
大

火
、

疫
病

、
闘
諄

の
継

続
を
記

す

に
と
ど

ま
ら
ず

、
傍

線
部

の
如

く

「
改

元

ノ
始

二
洛
中
彼

様

二
焼

ヌ
ル
事
、
先

不
吉

ノ
表

事
也

」
、

「
此
年

号

猶
善

カ

ラ

ス
」
、
と

い

っ
た
人

々

の
当

惑

を
伝

え
る

こ
と

に
よ
り

、
改

元

の
効
力

を
寧

ろ
意

図
的

に
無
化

す

る
方

向

で
描

き

す
す

め

る
特

徴

が
窺

え

る
。
今

回

の
改
元

は

お
よ
そ
冥

界

か
ら

の
処

断

の
終

結

を
齎

し
、
世

の
静
誼

を
迎

え

る
も

の
で
は

あ
り

は
し
な

い
。

こ

の
こ
と
を

こ

こ
で
は
、

改

元
後

の
不

吉

や
改

元

に
対

す

る
批

難
を

こ
と

さ
ら

に
描

く

こ
と
を
通

し
、

巻

三
十

四

以
来

の
構

想
上

の
繋
が

り

の
回
避

・
無

化

を
図

っ
て

い
る

と
見

る

こ
と

が

で

き
る
。

 
故

に
、

後
醍
醐

怨
霊

の

「年

号

ノ
替

ラ
ヌ
先

二
」

の
言

は
、

直
接

に
は

次

の
巻

三
十

八

「
年

号
改
元

之
事
付
大
元
軍
之
事
」
で
の
康
安

二
年

の
貞
治

改

元

と

い
う
出
来

事

に
構
想

上
繋
が

っ
て

い
る

と
見

る

べ
き

で

あ

る

こ
と
が
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わ

か
る
。
本

文

で
も
、

 
都

ニ
ハ
同

九
月
晦

日
改

元

ア
テ
貞

治

ト
号

ス
、
是

ハ
南
方

蜂
起

サ

テ

モ

 

ヤ
静

マ
ル
ト
、
諸

卿
申

合

サ

レ
シ
故

ナ
リ
、
実

モ
改
元

ノ
験

ニ
ヤ
、

京

 
都

ヨ
リ
武
家

ノ
執
事

尾
張
大

夫

入
道
、
大
勢

ヲ
討
手

二
下

ト
聞

ケ

レ

ハ
、

 
和

田
楠

又
尼
崎

西
宮

ノ
陣

ヲ
挽

テ
河
内

国

へ
帰

ヌ
、
聞

之
山
名

伊

豆
守

 
時

氏

力
勢

ノ
、

丹
波
和

久

二
居

タ
リ

シ

モ
、

因
幡

国

ヘ
ソ
引

返

ケ

ル
、

と
和

田

・
楠

・
山

名

と

い

っ
た
南
朝

勢

の
退
散

を
改

元

の
験
と

し

て
確

認

し

て

い
る
。

同
様

に
巻

三
十
九

「
基

氏
芳
賀

合
戦

之

事
」

冒
頭

で
も
、

 
如

此
近
来

敵

二
成

タ

リ

ツ
ル
人

々
皆
降

参
、
貞

治
改

元

ノ
後

ヨ
リ
以

来
、

 
京

洛
西

国

ハ
静

リ

ヌ
ト
云

ヘ
ト

モ
…

…

と
改
元

に
よ

る

全

国
静

誰

の
浸

透

し

つ
つ
あ

る

こ

と
が

述

べ
ら

れ

て

い

る
。

事
実
、

作
品

の

こ
の
間

の
構
成

も
上

北
面

の
夢

で
予

告
さ

れ
た
畠

山

道
誓

・
細

川
清
氏

の
滅
亡

に

つ
づ

き
、

こ

の
貞

治
改

元
を
描

い
て

い
る
わ

け
で
あ

る
が
、

こ
れ
を
受

け

て
巻

三
十
九

で
は
大
内

弘
世

・
山

名
時
氏

・

仁
木

義
長

ら
有
力

叛
将

の
帰

順
や
、

勇
猛

の
誉

れ
高

い
宇

都
宮

清
党

の
首

領
芳

賀
禅

可

の
敗

滅
と

い

っ
た
全
国

静
諦

化

の
過
程

が
述

べ
ら

れ

て
ゆ
く

の
で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
記

事
群

で
は
明

ら

か
に
改
元

と

い
う
筋

立

て
が
有

効

な
働

き
か
け

を
し

て

い
る
わ
け

で
、

そ
れ

は
ま

さ

に
巻

三
十

四
以
来

の

構
想

と
直
結

し
、

そ
し

て
そ

の
終
結

点
を

成
し

て

い
る

も

の
と

見

て
よ

い

で
あ
ろ
う
。

も

と
よ
り
第

三
部

後
半

部

の
構
想

上

の
主
筋

を
な

す

の
は
、

新

田
義
興

謀
殺

に
よ

っ
て
、

そ

の
怨

霊

に
断
罪

さ

れ
る
畠

山
道

誓

と
彼

に

関

わ
る
人

々

の
興

亡

の
歴

史
、

と

い
う
点

に
あ

る

の
は
動

か
な

い
。

し

か

し
、
同
時

に

こ
の
世
界

は
貞

治
改
元

に
よ

っ
て
冥
界

11
後

醍
醐

怨
霊

の
支

配
を

の
が
れ
、
全

国
が

静
誰

化
す

る

ま
で

の
争

乱
史

と
し

て
も
捉

え
ら

れ

て

い
る
の
で
あ

る
。
巻

三
十

四

「
吉

野
御

廟

上
北

面
夢

之

事

付
将
軍
為
始
諸

勢
開
陣
之
事
」

の
構
想

上

の
核

と
し

て

の
役
割

は

こ
の

二
面

に
向

っ
て
果

た

し

て

い
る
と
見

る

べ
き

で
あ

る
。

二
 

貞
治
年
間

 
貞

治
改

元

に
よ

る
諸

国
兵

乱

の
終
焉

と

い
う
点

に
、

巻

三
十

四

の
吉

野

上
北

面

の
霊
夢

以
来

の
構
想

上

の
帰
結

点

と
し

て

の
位

置
を

見
出

だ
す

こ

と

が

で
き
る

の
な
ら
、

少

し
先
走

っ
て
考

え

て
み
れ
ば

、
貞

治
改

元
直

後

の
大
内

・
山
名

・
仁
木

・
芳
賀

の
帰

順

や
滅

亡

を
描

く

こ
と

で
、

『太

平
記

』

の
記

事

は

一
旦
欄

筆

さ
れ

た

の
で
は

な

い
か
、

と
考
え

る
余

地

も
生

ま
れ

て
こ
よ
う

。
史
実

と

し

て
貞

治
改

元
前

後
、

反
足

利
武

将

の
活
動

が
鎮

静

化

し
た

こ
と
と
、

貞
治

改
元

の
持

つ
作

品
内

で
の
如

上

の
働

き

を
考
え

て

み
る
と
、
巻

三
十

九
前

半

辺
り

ま

で
の
第

三
部
後
半

部

の
記

事

は
改
元

の

政

の
余
韻

い
ま

だ
冷

め
き

ら

ぬ
頃

、
貞

治

も
前
半

の
頃

に
は
書

き
綴

ら
れ

て

い
た

の
で

は
あ

る
ま

い
か
。

 

と

こ
ろ

で
、

現
存

の

『
太
平
記

』

は
大

尾

に
細
川
頼

之

の
執
事

就
任

の

記
事

を
据

え
、

そ

の
世
を

、

 

外
相
内

徳
、
実

モ
人

ノ
言

二
不
違

シ

カ

バ
、
氏

族

モ
此
人

ヲ
重

シ
、

他

 

門

モ
彼

命

二
随

フ
、
然

間
中

夏
無

為

ノ
代

二
成

テ
、

目
出

カ
リ

シ
事

共

 

ナ
リ
、

と
賞

讃

し

て
終

わ

る
。
実

際

は
ど
う

あ

れ
、

『太

平
記

』
で

は
、

正
中

の
変

以

後

の
四
十
余

年

の
争
乱

の
歴
史

は
、
頼

之

に
よ

る
幕

府
安

定
体

制

の
成

立

を
以

っ
て
太

平

の
世

の
到

来

と
し

て
そ

の
終

止
符

が
打

た
れ

る

の
で
あ

る
。
換
言

す

れ
ば
、

記
事

は
、
末

尾

に
希
求

し

た
太
平

の
世

の
到
来

を
置

き
、

そ

こ
に
至

る
ま

で
の
争
乱

の
過

程

を
描

く
、

と

い
う

視
線

に
よ
り
基

本

的

に
は
構
築

さ

れ

て

い
る

こ
と

に
な

る
。
記

事
が

こ
の
よ
う

に
作

品

の
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終

結
的
色

彩

を
帯
び

る

の
は
巻

四
十
巻

末
だ

け

で
は
な

く
、
例

え
ば

後
醍

醐

天
皇

の
死

、
正
成

怨
霊

の
鎮

撫
、

天
龍
寺

供
養

と

い

っ
た
記

事

の
配
置

さ
れ
た

巻

二
十

一
～

二
十

五

の
辺

り

(同
時

に
そ

れ
は
足

利
直

義

に
よ

る

幕

府
体

制

の
基
礎

が
固

ま

る
時

期

で
も
あ

っ
た
)

に
も
顕

著

に
現

れ

て

い

る
。
小

稿
冒

頭

で
も
触

れ
た

『
太
平
記

』

の
第

一
次
成
立

時
期

を

こ

の
範

囲

に
比

定

す
る
説

も
、
実

は
こ
う

し
た
作
品

構
造

の
理
解

に
根

ざ

す
も

の

な

の
で
あ

っ
た
。
静

誰

化
し

た

(
と
見
倣

さ
れ

た
)
世

上

か
ら
、

そ

こ
に

至
る
歴
史

を

書

き
綴

っ
て

ゆ
く
と

い
う

の
が
、
永

き

に
亙
る

『
太

平
記
』

の
形
成
史

に
横

た
う
基
本

的
姿

勢

で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

 

こ
こ

で
巻

三
十

八
後

半

か

ら
巻

三

十
九

前

半

に
描

か

れ
た

諸

事
件

を

辿

っ
て
み

れ
ば
、
次

の
よ
う

に
な

ろ
う
。

9
マ

ア

 貞  貧康

      造安 治 
二   n二

8 3119 7
 マ  …

 デ 182324

細
川
清
氏
敗
死

北
朝
、
貞
治
と
改
元

畠
山
道
誓
逐
電
 
 
 
(玄
玖
本
・
南
都
本
系
に
よ
る
)

大
内
弘
世
帰
順

苦
林
野
合
戦
に
芳
賀
勢
敗
北

山
名
時
氏
帰
順

有

力
武

将

に
よ

る
諸

国

の
主

要

な
叛

乱

は
貞

治

二
年

中

に

は
ほ

ぼ
終

息

し
、
史
実

的

に
も

一
往

の
世

の
静

諦

が

こ
の
時
期
訪

れ

る

こ
と
が

わ
か

る
。

巻

三
十

九

「
基
氏
芳

賀
合

戦

之
事
」

が
、
章

段
末

を

「
大
名

一
族

ノ
傲
儀

モ
是

ヨ
リ
停

ト

ト

〉

マ
リ

ニ
ケ
リ
」
、
と
結

ん

で

い
る

こ
と

は
こ
う
考

え

て

く

る
と
実

に
特
徴
的

で
あ

る
。

折

し
も
都

で
は
清

氏
敗

死

の
前

日

、
斯
波

道
朝

が
子
息

義
将

を
執

事

に
立

て
、

そ

の
後

見

と
し

て
政
権

を
掌
握

し

、

貞
治

五
年

八
月

の
失

脚

に
至

る
ま

で

「幕
府

財
政

の
充

実
を
裏

付

け

と
す

る
将
軍

の
権

威

と
権

力

の
回
復
」

を
目
指

し
た

(佐
藤

進

一
氏
)

政
治

路

線

を

推
し
進

め

て

ゆ
く

こ
と
に
な

る

の
で
あ
る
。

確

か

逃
匹
)面

で

は

一
時

的
な

政
治
的

緊

張

の
あ

っ
た

こ
と
も

伝
え

ら
れ

て
は

い
る

が
、

諸
国

有
力

守
護

大
名

の
帰

順

と
斯

波
道
朝

に
よ
る
幕
府

体
制

強
化

政
策

の
推
進

さ

れ

た
貞

治
年

間
前
半

の
政

治
状

況
は
、

少
な

く
と

も

『太

平

記
』

作
者

の
目

に
は

一
種

「
中

夏
無
為

ノ
代

」
と
映

じ

て

い
た

と
し

て
も

不
思

議

で
は

な

い
。

だ

と
す

れ
ば
、
巻

三
十

三
よ

り
巻

三
十
九

「
基
氏

芳
賀

合

戦

之
事

」

辺

り
ま

で

の
第

三
部
後

半
部

の
記
事

は
、

貞
治
初

年

か
ら

遅
く

と

も
斯
波

氏
失

脚

の
同
五
年

八
月
ま

で
の
時
期

に
執
筆

さ

れ
た

も

の
と
推

測

す
る

こ

と
も

あ
な

が
ち
無

理

で
は
な

く
な

っ
て
く

る
。

 

一
例
を

挙
げ

れ
ば
、

巻

三
十

八
「筑

紫
探

題
下

向
之

事
付
李
将
軍
沈
女
之
事
」

末

尾

の
記
述

は
そ
う

し
た
時

期

に
記

事

が
執
筆

さ
れ

た
痕

跡
を

と

ど
め

て

い
る
と
言

え

る
。

こ
の
章
段

は
懐
良

親

王
を
奉

じ
勢

力
を

伸
長

す

る
菊
池

氏

の
九
州

一
統

を
阻

止
し
、

少
弐

・
大
友

・
棟

堅

と

い

っ
た
足

利
方

武
将

の
窮

地
を

救
う

べ
く

豊
後

に
派
遣

さ
れ

た
鎮
西

探
題

斯
波

氏
経

が
、

康
安

二
年

(
=

二
六

二
)

九
月

二
十

三
日

の
長

者
原

合
戦

に
於

い
て
菊
池

勢

に

惨
敗

し
、

そ

の
ま

ま
各

々
篭

城

に
追

い
込
ま

れ
る

と

い
う

事
件

を
描

く

。

そ

し

て
末

尾

に
、

 

…
…
探

題

ト
大
友

ト

ハ
豊

後
国
高

崎
城

二
引

篭

リ
、
大

友
少

弐

ハ
岡

城

 

二
楯
篭

リ
、

大
宮

司

ハ
棟

堅
城

二
引
篭

テ
、

瞼
岨

ヲ
命

二
懸

ケ

レ

ハ
、

 

菊

池

ハ
豊
後

国
府

二
陣

ヲ
取

リ
、
三
方

ノ
敵

ヲ
者

ト

モ

セ
ス
、

三
城

ヲ

 
推

隔

テ
、
真

中

二
陣

ヲ
取

テ
、

今
年

ノ
已

二
一二
年

マ
テ
、
遠

責

ニ

コ
ソ

 
責

タ

リ
ケ

レ
…

…

と
菊

池
氏

の
三
城

へ
の
遠
責

め

が
三
年

間
継
続

し

て

い
る

こ
と
を

述

べ
て

い
る
。
新

潮

日
本
古

典
集

成
本
頭

注

(山
下

宏
明

氏
)
は
、

傍
線

部

の

「
三

年

」
を

延
文

六
年

(
=
二
六

一
)
七
月

の
筑
前

飯
盛

山
合

戦

(巻

三
十

六
)
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以
来

の
時

間
を

示
す

(加

え

て

「
「
三
年

」
は
、
足

か
け

「
二
年
」
と

あ

る

べ
き

か
」

と
注

す
)

と
す

る
が
、
探

題
方

の
長
者

原
敗

戦

の
記
事

に
引

き

続

き

「
…
…
瞼

岨

ヲ
命

二
愚

ケ

レ
バ
、
菊
池

ハ
豊

後
国
府

二
陣

ヲ
取

リ
…

…

真

中

二
陣

ヲ
取

テ
、
今

年

ハ
已

二
…
…
」
、
と
す

る
右

の
文

脈

か
ら
そ

う
読

む

の
は
苦

し
く
、

こ
こ

で
は
長
者
原

合
戦

に
大

敗

し
、

篭

城
を

始

め
た
探

題

勢
を

菊
池
軍

が
包

囲
を
開

始
し

て

か
ら
経
過

し

た
年

数

を

「
三
年

」

と

言

っ
て

い
る
も

の
と
解

釈

す

べ
き

で
あ

る
。
但

し
、
長

者

原
合
戦

の
記
事

自

体
、

『太
平

記
』

に
は
あ

る
程

度

の
誇
張

の
あ

る

こ
と

が
指

摘

さ

れ

て

お
り
、
「豊

後
国
府

二
陣

ヲ
取

リ
、
三
方

ノ
敵

ヲ
者

ト

モ
セ

ス
、
三
城

ヲ
推

隔

テ
、
真

中

二
陣

ヲ
取

テ
」
、
と
敵
地

深
く

に
布
陣

し

て
諸

城
を

猛
攻

し
た

と
す

る
菊

池
勢

の
描
写

は
、

や
は

り
同
様

に
多
少

誇
大

化

さ
れ

た
も

の
な

の
で

は
あ

ろ
う

。
し

か
し
、
状

況
的

に
は
、
肥
後

の
阿

蘇
惟

村

は
来

援

せ

ず

、
足

利
方

に
寝
返

っ
た
大
内

弘
世

の
豊
前

進

出
も
奏

効

せ

ぬ
う

ち

に
、

貞

治

二
年
五
月

ま

で
に
は
探

題
氏
経

も
豊

後
を

落

ち
、
同

四
年

八
月

に
新

探

題

に
任
命

さ
れ

た
渋

川

義
行

に
至

っ
て
は

九
州

の
地

を

踏

む

こ

と

な

く
、
専

ら
備
中

・
備
後

の
経

営

に
勤

し

む

の
み
で
応

安
三

年
九

月

に
は
帰

京

す

る

の
で
あ

る
。

ま
た
、

瀬
野
精

一
郎

氏

は
残
存
文

書

の
側

か
ら

も
、

九

州
地

方

で
は
貞
治

三

・
四

・
五

・
応
安

二

二

二
の
各

年

は
南

朝
側

の
文

書

が
北

朝
側

の
も

の
を
数
量

的

に
上
回

る

こ
と
を
指
摘

さ
れ

て

お
り
、

ま

さ

に
こ
の
時
期

の
九
州

北
部

が
宮
方

全
盛

の
時

代

で
あ

っ
た

こ
と
を
窺

わ

せ
る
。

従

っ
て

『
太
平

記
』

の
言

う
、
豊

後
国

府

か
ら

の
菊
池

勢

の
三
城

遠

責

め

の
記
事

は
、
大

き

な
意
味

で

こ
う

し

た
九
州

北
部

に
於

け

る
南
朝

勢

力

の
著

し

い
伸

長

に
よ

る
大
友
氏

ら

へ
の
圧
迫

・
包

囲

と

い
う
史

実
を

伝

え

た
も

の
と
し

て
理
解

で
き

る
で
あ

ろ
う
。

 

こ
こ
で
注
意

す

べ
き
は
、
こ
う

し
た
情

勢

が
長
者

原
合

戦
以

後
、
『
太
平

記

』
の
言

う

「
三
年
」
の

み
な
ら
ず

、
実

際

に
は
最

終
的

に
応

安

四
年

(
一

三
七

一
)

の
今

川

了

俊

の
軍

勢

の
九
州

下

向

ま

で

続

く

と

い
う

こ

と

で

あ

る
。

し

か
し
、

『
太
平
記

』
は
こ
れ

に
対

し

て
「今

年

ハ
已

二
一二
年

マ
テ
、

遠

責

ニ
コ
ソ
責

タ

リ
ケ

レ
」
、
と

三
年
目

の
事

件
展

開

ま
で

し

か
視

野

に
収

め

て
お
ら
ず

、
九
州
関

係
記

事

に

つ
い
て

は
終

結

さ
せ

る

こ
と

は

お
ろ

か
、

例

え
ば

新
探

題
義
行

の
動
静

等

の
そ

の
後

の
何

ら
か

の
見

通
し

を
も

示

さ

ぬ
ま

ま
記
事

が
途
絶

え

る
と

い
う

か
た
ち

に
な

っ
て

い
る

の

で
あ

る
。
他

の
記
事

が

一
様

に
各

地

の
諸

事
件

の
終

息

を
伝

え
る
中

、

九
州
関

係

の
記

事

は
極

め

て
不
自
然

な
終

わ
り
方

を

し

て

い
る

と
言

う
他

な

い
が
、

こ
う

な
ら
ざ

る
を
得

な

か

っ
た

の
も

、

こ
の
記
事

を
含

む
第

三
部

後
半

部

が
貞

治

初
年

の
、

九
州
情

勢

の
な
り

ゆ
き

を
見
及

ぶ

べ
く

も
な

い
時

期

に
執
筆

さ
れ

た
こ

と
を
そ

の
ま

ま
反
映

し

て

い
る

こ
と

に
よ

っ
て

い
る

の
で
あ

ろ

う
。

そ

の
意

味

で
「今

年

ハ
已

二
一二
年

マ
テ
」
、

と
記

さ
れ

た

三
年

目

勿

論
、
厳
密

に
で
は
な
く

、
前
後

の
幅

を
与

え

て
解

釈

す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

ま
た
、

「
三
年

」
が
単

に

「
長

期
間
」
と

い
う

こ
と
を

示
す
常

套

的
な

代
用

の
語

と
し

て
用

い
ら
れ

て

い
る
と

い
う
見

方
も

で
き

る
が

、

『太

平

記
』
の

場
合
、

こ
う

し
た
表

現

が
史

実

と
大

き
く
隔

た

る

こ
と
は

さ

し
あ

た

っ
て

少

な

く

(注

23

の
例

も
同
)
、

こ
の

「
三
年

」
の
表

現

も
無
根

拠

と

は
思

え

な

い
ー

と
は
、
作

者

が

こ
の
記
事

を
執

筆
し

て

い
る
時

点

そ

の
も

の
を

示
し

て

い
る
と
言

え
る

の
で
あ

る
。
全

国

的
な
争

乱

が

一
往

終
息

し

て

ゆ

く
と

い
う
見

通

し

の
中
、

第

三
部
後
半

部

を
執
筆

し

て

い
る
作

者

に
と

っ

て
、

こ
と
九

州
情
勢

に
関

し

て
は
、

長
者

原

の
敗

戦

以
来

三
年

に
亙

り
菊

池

軍

の
攻
撃

に
曝

さ
れ

て

い
る
大
友
勢

ら

の
現
状

を

伝
え

る

こ
と
が

そ

の

限
界

で
あ

っ
た

の
で
あ

る
。
故

に
こ

の

「
今
年

ハ
已

三

二
年

マ
テ
」

の

一

節

が
示
す

「
三
年

」

の
語

は
、

対
象

と
な
る
事

件

と
執
筆

時
点

と

の
距
離
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を

示
し
、

「
今
年
」
の
語

は
そ

の
ま

ま
作
者

の
記
事

を
書

き
綴

っ
て

い
る
現

在

そ

の
も
の
を
表

し

て

い
る

と
見

て
よ

い
で
あ
ろ

う
。

そ
し

て
、

こ
の
よ

う

に
考

え

て
み
る

の
な
ら
、

こ

の
巻

三
十

八
辺

り
が
執
筆

さ

れ
て

い
た
時

期

は
康
安

二
年

九
月

の
長
者

原
合
戦

の
三
年

後
、
少

々
幅

を

と

っ
て
考

え

て
み

て
も
貞
治

三
年

か
ら
四
年

ま
で

の
時

期

と

い
う
見
当

に
な

ろ
う

か
。

そ
れ

は
お
よ
そ
前

述

し
た
、
貞

治
初

年

以
降

同
五
年

八
月

ま

で
の
間

に
巻

三
十
九

「
基
氏
芳

賀
合
戦

之
事

」

ま

で
の
記

事
が
執

筆

さ
れ
た

の

で
は
な

い
か

と
す
る
推
定

に
符

号
す

る

の
で
あ

る
。

三
 
斯
波
義
将
の
政
界
復
帰

 
芳
賀
禅
可
敗
滅
の
記
事
ま
で
が
貞
治
三

・
四
年
頃
ま
で
に
一
旦
成
立
し

た
と
す
れ
ば
、
以
下

「神
木
入
洛
之
事
付
洛
中
変
異
之
事
」
よ
り
大
尾
に
至
る

記
事
は
如
何
な
る
時
点
で
の
執
筆
に
か
か
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ

づ
い
て
現
存
本
巻
三
十
九
後
半
に
位
置
す
る
斯
波
氏
お
よ
び
光
厳
院
関
係

の
記
事
の
内
容
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

 
先
ず
は
斯
波
政
権
下
の
五
年
間
を
記
事
で
は
ど
う
回
顧
し
て
い
る
か
、

そ
こ
か
ら
見
て
ゆ
く
。
「諸
大
名
談
道
朝
之
事
付
道
朝
北
国
下
向
之
事
」
冒
頭
は

斯
波
道
朝
に
つ
い
て
、

此
管
領

ト
申

ハ
、
将

軍
家

ニ
モ
宗

徒

ノ

一
族
ナ

レ

ハ
、

誰

カ

ハ
其
職

ヲ

猜

ム
人

モ
有

ヘ
キ
、
又
関
東

ノ
盛

ナ

リ

シ
世

ヲ

モ
見
給

ヒ

シ
人
ナ

レ

ハ
、

礼
儀
法
度

モ
遺

今

ノ
人

ノ
様

ニ
ハ
不
可

有

ケ

レ

ハ
、
是

ソ
誠

二
武
家

ノ

世

ヲ

モ
久

ク
治

ス
ル
人

ヨ
ト
覚

ケ

ル

ニ
、

人

ノ
心

二
違

フ
事

ア

テ
、

終

 

二
身

ヲ
被

失

ケ

ル
モ
、

只
春

日
大

明
神

ノ
冥
慮

二
背

ケ

ル
故

カ

ト
覚

タ

 
引

…
…

と
評

す
。

道
朝
失

脚

の
原
因

を
傍
線

部

の
如

く
政
道

に

「
人

ノ
心

二
違

フ

事
」
(以
後

作
者

は
そ

の
内
容

を
武

家
役

の
増

額
、
将

軍
邸

や

五
条
大

橋

の

普
請

を

め
ぐ
る
赤

松
則

祐

・
佐

々
木
道

誉
ら

と

の
対

立

と
記

し

て

い
る
)

の
あ

っ
た
点

に
求

め
、

こ
れ
も

「
只
春

日
大

明
神

ノ
冥
慮

二
背

ケ

ル
故

」

と
指

摘

し

て
い
る
。
周

知

の
通

り
、
道

朝

は
越
前

国
守
護

と

し

て
同
国
南

都
領

河

口
庄
を
横

領

し
、

こ
れ

に
よ

り
春

日
社

の
神

人

は
傲
訴

に
及
び

、

神
木

を
道

朝
邸

の
前

に
振
捨

て
る

に
至

っ
て

い
た
。
前
章

段

「
神
木

入

洛

之
事

付
洛
中
変
異
之
事
」
で
は

そ

の
後

、
洛

中

に
様

々
な
怪
異

が
起

こ
り
、
道

朝

の
邸
宅

も
焼

け

て
し
ま

う

こ
と
を
述

べ
、

神
訴

を
負

っ
た
人

物

と
し

て

の
性

格
付

け
を

強

め
、

そ

の
滅
亡

を

予
告
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

 
だ

が
、

こ
の

一
文

で
見
落

し

て
は

な
ら
な

い
の
が
点
線

を
施

し

た
条

り

で
あ

る
。
家

門

の
高

さ

に
加

え
、
北

条
氏

の
治

政
を

見

て
き
た

人
物

ゆ
え

、

い
ま
ど

き

の
人

と

は
違

い
、

礼
節

・
法
令

を

重
ん

じ
た

「誠

二
武
家

ノ
世

ヲ
モ
久

ク
治

ス

ル
人

」
と

し

て
の
道
朝

へ
の
期
待

が
元
来

あ

っ
た

こ
と

が

述

べ
ら

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。
貞

治

六
年

(
=
二
六
七
)
、

六
十

三
歳

で
没

し

た
道
朝

が
実

際

「関

東

ノ
盛

ナ
リ

シ
世
」

を
見

た

か
ど
う

か
は

別
と

し

て
、

『太
平

記
』
作
者

が
政
道

の
理
想
的

姿

と
し

て
こ

よ
な
く
追

慕

す

る
の

は
執

権
時

頼

・
貞
時

や
青
砥

左
衛

門
尉

ら
が

代
表

す

る
鎌

倉
幕

府

の
治
政

で
あ

っ
た

こ
と
は
北

野
通
夜

物
語

に
も
明
瞭

に
現

れ

て

い
る
。

そ

こ

で
は

こ
の
古

き
佳

き
時
代

を
回
顧

す

る
人
物

と

し
て

「古

へ
関

東

ノ
頭

人
評
定

衆

欲

に
烈

テ
、

武
家

ノ
世

ノ
治

リ
タ

リ

シ
事

共

ヲ
其

ソ
忍

ラ

ン
ト
覚

テ
、

坂
東

声

ナ

ル
カ
、
年

程
六
十

計

ナ

ル
遁

世
者

」
を

登
場

さ
せ

て

い
る
。

同

様

に
道
朝

が
、

関
東

の
世

を
見

た

と
造

稽

さ
れ

る
点

に
、

理
想

的

な
政

治

を
行

う

だ

ろ
う

と

の
彼

へ
の
期
待

が
作

者

に
は
元

々
存

し
た

こ

と
が
先
ず

は
見

て
と

れ
る
。

 

幕
府

権
力

の
拡
大

を
目

指

し
た
斯

波
道
朝

の
政

策

が
、

『太

平
記

』
の
伝
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え
る

よ
う

に
武
家
全

体

に
う

け

い
れ
難

い
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
は

明
ら

か

で
あ

ろ
う
。

し

か
し
、
将

軍
邸

や
五
条

大
橋

の
普

請
を

め
ぐ

る
佐

々
木

・

赤

松

と

の
対

立

を
作
者

は

「
人

ノ
心

二
違

フ
事

」
と
指

摘
し

な
が

ら
も

、

そ
れ

が
道
朝

に
対

す

る
直

接
的

な
非

難

に
あ
ま

り
繋

っ
て

ゆ
か
な

い
こ
と

に
は
十
分
注

意

し
て

よ

い
。
例

え
ば

、

五
条

大
橋

普
請

の

一
件

は
、

 

次

ニ

ハ
佐

々
木
佐

渡
判

官

入
道

々
誉
、

五
条
大
橋

ヲ
渡

ス

ヘ
キ
奉

行

ヲ

 

承

テ
京
中

ノ
棟

別

ヲ
取

テ
有

ナ

カ
ラ
、
大

営

ナ

レ

ハ
延
引

シ
ケ

ル
ヲ
励

サ

ン
ト

テ
、

入
道

々
朝

他

ノ
カ

ヲ

モ
借

ス
、
民

ノ
煩

ヲ

モ
成

ス
、

数

日

 

ノ
間

二
渡

シ
出

テ
、
往

来

ノ
人

ヲ
ソ
令

レ悦

ケ
ル
、
是

道
誉

力
欝
憤

ノ
至

 

極

ナ
リ
、

と
傍
線

部

の
如
く

か
な

り
好
意

的

に
描

い
て

い
る

こ
と
が
わ

か
る
。

こ
の

姿

勢

は
ま
た

、

 

抑

此

ノ
濫
膓

道
朝

力
僻

事

ハ
何

ソ
ヤ
、

只
楚
屈

原

力
泪
羅
沢

二
吟

テ
、

 

天

下
皆
酔

ヘ
リ
、

我
独

醒

タ
リ
、

ト
世

ヲ
憤

シ
ヲ
、

漁
父
是

ヲ
笑

テ
、

 

天

下
皆
酔

ラ

ハ
、
何
其

ノ
糟

ヲ
不

喰
、
ト
寄

テ
槍
浪

ノ
月

二
悼

ケ

ン
モ
、

 

実

ニ
ヤ
其

ル
事

モ
有

リ
ケ

リ
ト
、

思
知

ル

》
世

二
成

ニ
ケ

リ
、

と
道
朝

の
失

脚
を
屈

原

の
そ

れ

に
重

ね
あ

わ
せ
、

世
上

の
汚
濁

を

も
進

ん

で
う

け

い
れ
る

こ
と
を
世

智

と
す

る
世

の
中

の
訪

れ
を
慨

嘆

す

る
本

章
段

の
話
末

評

に
も
同
様

に
現

れ

て

い
る
。

 

ま

た
、
道
朝

の
失

脚

を
導

い
た

と
さ

れ
る
春

日
社
神

訴

の
原

因

と
な

っ

た
河

口
庄
横
領

事
件

に
し
て

も
、
作
者

は

「
今
国

々

ノ
守

護
、

所

々

ノ
大

名

共

ヲ
見

二
、

一
人

ト

メ
寺
社

本
所

ノ
所
領

ヲ
押

テ
領

知

セ

ス
ト

云

フ
者

無

シ
」
、
と
当

時

一
般

的

で
あ

っ
た
武

家

の
領

国
経

営

の
実

情

を
述

べ
、
道

朝

の
行
為

に
逃
げ
道

を
確

保

し

て

い
る
。
そ
し

て
、
「
而

ヲ
此

人
独

リ
此

ル

大

社

ノ
強
訴

二
取
合

テ
、

神
訴

ヲ
得

、
呪

咀
ヲ
負

ツ
ル

モ
、

只
其
身

ノ
不

肖

ト
ソ
見

タ
リ

ケ

ル
」
、
と
同

情

に
傾

く

と
こ

ろ
か
ら

も
、
作

者

の
道
朝

失

脚

に
対

す

る
お

も

い
は

}
方
向

的

で
は

な
く

、
相

当

屈
接

し

た

も

の

で

あ

っ
た

と
見

ね
ば

な

ら
な

い
。
少

な
く

と
も
記
事

で
は
道
朝

の
失
脚

を
人

格
的

な
面

や
政
道

的

な
面

か
ら

で
は
な
く

、
春

日
明
神

の
神

罰

と

い
う
点

か

ら
解
釈

し

よ
う
と

し

て

い
る

の
が
特
徴

で
あ

る
。
作

者
が

畠

山

・仁

木

・

細
川

清
氏

と

い

っ
た

、
同
様

に
政
権

の
座

か
ら

逐
わ

れ

て

い

っ
た
人

々

と

は

異
な

る
人

物

造

稽

を
道

朝

に
対

し

て
な

し

て

い

る

の
は

明

ら

か

で
あ

る
。
失

脚

の
要

因

に
春

日

の
冥
慮

と

い
う

も

の
を
据

え

る
こ

と

に
よ
り
、

作
者

は

こ

の
事
件

が

人
事

の
及

ぶ

べ
か
ら
ざ

る
運
命

的
な

も

の
で
あ

っ
た

と
理
解

し

よ
う

と
し

て

い
る
こ

と
が
窺

わ
れ
、
同

時

に
そ

れ
を

人
格

的

・

政
道

的

に
道
朝

を
積
極

的

に
批

判

す
る

こ
と
を
避

け

る
回
路

と
し

て
も
機

能

さ
せ

て

い
る
、

と
見

る

こ
と

は
穿

ち
す

ぎ

で
あ
ろ

う

か
。

道
朝

に
対

し

て
、

断
罪

(神
罰

)

と
屈
原

へ
の
準
え

と

い
う

「
二

つ
の
断

定

を
調

和

さ

せ

る

こ
と
を

テ
キ

ス
ト
は
放

棄

し
て

い
る
」

(大

津
雄

一
氏

)
、

と

い
う
見

方

も
確

か
に
可
能

で
は
あ

る
。
だ

が
、
そ

う
し

た
歯
切

れ

の
悪

さ

の
陰

で
、

実

は

こ
の
二
項

は
厳
密

に
対

立
す

る
性
質

の
も

の
に
は
な

っ
て

い
な

い
こ

と

に
は
留
意

し

て

お
く

べ
き

で
あ

ろ
う
。

 

さ

て
、

こ
う

し
た
全

体

の
叙
述

の
特
異

性
、
殊

に
道

朝

に
対

す

る

一
定

の
評
価

と

い
う
点

は
、

や

は
り

記
事

の
成

立
時

期

の
問
題

と
密

接

に
関

わ

っ
て

い
る

の
で

は
な

か
ろ
う

か
。
従
前

の
説

で

は
、
道
朝

の
失

脚

、

そ

し

て
光
厳
院

崩
御

の
記

事
を

以

っ
て

一
旦

欄
筆

さ
れ

、
以
後

将

軍
義

詮

の

死
、

細
川

頼
之

の
執
事

就
任

な
ど

の
事
件

を
迎

え

る
こ

と

に
よ

り
、

そ

れ

ら

の
記
事

が
追
補

さ

れ

て
最

終
的

に
現
存

形
態

の
本

文
が
成

立

し

た
、

と

す

る

の
が

一
般

的

な
傾
向

で
あ

っ
た

よ
う

で
あ
る

(序

章
参

照

)
。

そ

こ
で

は
、

こ
の
道
朝

没
落

記
事

は
現
存

本
成
立

の

一
段
階

前

の
時

点

で
既

に
存

一21一



在

し

て

い
た
と
考

え
ら

れ

て

い
る

わ
け

で
あ

る
。

し

か
し
そ
う

見

る
と
、

こ
の
記
事

は
斯
波

氏
失
脚

以
降

あ

ま
り
時

を
経

な

い
時
期

(少

な
く

と
も

貞
治

六
年

の
義
詮

死
去

の
前

ま

で
に
は
)

に
執

筆

さ
れ

た

こ
と
に
な

る

の

で
あ
る

が
、
上
述

の
如

き
志
向

を
有

し

た

こ
の
記
事

が
早

く
も
事

件

直
後

の
段

階

で
果
た

し
て
執
筆

さ

れ
た

で
あ

ろ
う

か
。
寧

ろ

『
太
平

記
』

の
成

立

土
壌

を
考
慮

す
る
な

ら
、

こ

の
種

の
叙

述

が
な

さ
れ

る

の
は
、
ど

ち
ら

か
と
言

え
ば
情
勢
的

に
反
斯
波

氏

の
風
潮

の
や
や
冷

め

た
時
期

を
先

ず
考

え

た
方
が
自

然

と
言
う

べ
き

で
あ

ろ
う
。
と
言

う

の
も
、
「諸

大
名

識
道

朝

之
事

付
道
朝
北
国
下
向
之
事
」

に
は
道
朝

病
没

後

の
貞
治

六
年

九
月

の
子
息

義

将
宥

免

の
記
事

と
そ
れ

に

つ
づ
き
、

 

又
幾
程
無

ク
、
越

中

ノ
討
手

ヲ
承

テ
、

桃
井

播
摩

守
直
常

ヲ
退
治

シ
タ

 

リ

シ
カ

ハ
、
騰
越

中

ノ
守
護

二
被

補

ニ
ケ

リ
、
是

ヨ
リ
北
国

ハ
無

為

ニ

 

ソ
成

リ

ニ
ケ

ル

(以

下
、
前

掲
屈

原

の
故
事

)

と
義

将

に
よ
る
桃

井
討
伐

と
彼

の
越

中
守

護
補

任

と

い

っ
た
斯
波

氏

の
後

日

謂
的
記

事
が
付

さ
れ

て

い
る

こ
と
を
重

視

し
た

い
か

ら
な

の
で
あ

る
。

こ
こ

で
言

う
斯
波
義

将

に
よ

る
桃
井

氏

の
滅
亡

は
、

『花

営

三
代

記
』
応
安

二
年

(
一
三
六
九

)

四
月

か
ら
同

四
年

八
月

の
間

の
記
事

に
し
ば

し
ば
両

軍

の
合
戦

の
こ
と
が
見

え

る
こ
と

か
ら
、

応
安

四
年

八

月
以
降

の
出

来
事

で
あ

る
と
考
え
ら

れ

る

(夙

に
釜

田
喜

三
郎
氏

に
よ

る
指

摘
あ

り
)
。

こ

の

出
来

事

は
道
朝
失

脚
以
来

諸

国

の
守

護
職

の
任

を
解

か
れ

て

い
た
義

将

に

と

っ
て
失

地
回
復

の
第

一
歩

で
あ

っ
た
。

そ

の
義
将

が
細

川
頼

之
を

逐

っ

て
管

領
職

に
返

り
咲
く

康
暦

元
年

(
=
二
七
九

)

ま

で
に
は

ま
だ
間

が
あ

る
も

の
の
、

『太

平
記
』
の
先
説

す

る
応
安

中
頃

は
ま
さ

に
斯
波

氏
復

調

の

時

で
あ

っ
た

と
言

え

そ
う

で
あ

る
。
前
程

来

見

て
き
た
道

朝

へ
の

一
面

で

の
好
意
的

描
写

と
、
そ

の
失
脚

に
対

す

る
屈
接

し

た
原

因
理
解

を
含

む
斯

波
氏
没
落
記
事
は
、
義
将
の
守
護
職
復
帰
を
先
説
す
る
こ
の
条
り
と
同
じ

時
期
、
応
安
中
頃
以
降
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
義
将
の
桃
井
討
伐
の
功
に
よ
る
守
護
職
復
帰
の
こ
の
後
日

調
は
、
既
に
成
立
し
て
い
た
斯
波
氏
関
係
記
事
に
対
し
後
補
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
本
章
段
成
立
当
初
よ
り
の
記
事
で
あ

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

四
 
光
厳
院
崩
御
と
七
回
忌

 
右
の
他
に
も
応
安
期
の
出
来
事
を
伝
え
る
記
事
が

一
つ
あ
る
。
諸
本
巻

三
十
九
巻
末

(玄
玖
本
巻
四
十
)
「光
厳
院
禅
定
法
皇
御
茸
藪
之
事
付
同
崩

御
之
事
」
で
光
厳
院
の
諸
国
行
脚
、
そ
し
て
崩
御
を
記
し
た
後
に
つ
づ
く
、

 
 
…
歳
去
歳
来
テ
已
二
第
三
廻
ノ
御
国
忌
二
当

ケ
ル
時
、
継
体
ノ
天
子

 
今
上
皇
帝
、恭
モ
手
ラ
紺
紙
金
泥
ニ
テ

一
字
三
礼
ノ
法
華
経
ヲ
被
遊
テ
、

 
即
禁
裏

二
十
種
ノ
御
供
養
有
リ
…
…

と
い
う
同
院
三
回
忌
の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。既

に
説
か
れ
て
い
る
通
り
、

後
光
厳
天
皇
震
筆
の
法
華
経
を
以
っ
て
御
八
講
が
営
ま
れ
た
の
は
実
際
は

応
安
三
年
の
七
回
忌
の
折
の
こ
と
で
、
無
論
本
条
の
執
筆
は
そ
れ
以
後
の

も
の
と
な
る
。
光
厳
院
の
崩
御
は
貞
治
三
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

よ
っ
て
こ
こ
で
当
面
の
問
題
と
な
る
の
は
、
元
来
院
の
崩
御
ま
で
の
記
事

の
み
が
現
存
四
十
巻
本
成
立
の

一
段
階
前
の
本
文
に
終
末
を
飾
る
記
事
と

し
て
既
に
存
在
し
、
三

(七
)
回
忌
の
条
り
の
み
が
後
に
加
筆
さ
れ
た
と

考
え
る
か
、
或
い
は
逆
に
光
厳
院
関
係
の
記
事
全
体
が
応
安
三
年
以
降
の

段
階
で
初
め
て
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
点
に
な
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
光
厳
院
関
係
の
記
事
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、

院
の
廻
国

・
崩
御
等
に
関
す
る
年
時
を
示
す
文
言
が

一
切
出
て
こ
な
い
こ
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と

で
あ

る
。

た

だ
章
段

冒
頭

に
、
院

が
観
応
擾

乱

の
紛

れ

の
中

で
南

山

に

幽

閉

さ
れ
、

そ

れ
を
免

ぜ
ら

れ

て
帰
京

後

に
遁
世

を
志

し
た
折

の
年

紀

と

し

て

「
正
平

七
年

ノ
比

」

(正

し
く

は
十

二
年

)

と

い
う

記
述

の

み
見
え

、

以
後

の
半
生

の
物

語

で
は
全

て
年
時

を
示

す
表

現

は
出

て

こ
な

い
の

で
あ

る
。

こ

の
意

図
を

、
実

際

に
は
貞
治

三
年

に
崩

じ

た
光
厳

院

の
記
事

が
、

貞

治

五
～

六
年

の
出
来

事
を
記

す

「高

麗
人
来

朝

之
事
欄
漱
航
噸
ヨ
鱗
縦
尊
事
」

と

「中

殿
震
宴

再

興
之

事
」

と

の
問

に
位
置

す

る
こ
と

に
よ

る
編
年

上

の

齪

館
を

覆

い
隠

す
と

い
う
点

に
求

め
る

こ
と
は
確

か

に
可

能

で
は
あ

る
。

だ
が
、
そ
れ

だ
け

で

は
不
十
分

で
あ

ろ
う
。
院

が
僧

順
覚

た
だ

一
人

を
伴

っ

て
諸
国

を
行

脚

し
た

と
す

る
本

章
段

の
書

き

ぶ
り

に
は
大

き

な
虚
構

性

を

看

取

せ
ざ

る
を
得

ず
、

同
様

に

こ
の
記

事

で
は

コ
ニ
四
年

力
前

マ
デ

ハ
、

両
統
南

北

二
別

テ
、
此

二
闘

ヒ
彼

二
冠

セ
シ
…
…
」
、
と
恰

も
南

北
両

朝

の

戦

乱

が
既

に
終
結

し

た
か

の
如

く
述

べ
、

そ

の
上

で
院

と
後
村

上

と

の
対

面
と

い
う
壮

大

な
虚
構

を
設
定

し

て

い
る

の

で
あ

る
。
つ
ま

り
、
『太

平
記

』

は
光
厳

院

の
諸

国

行
脚

と

い
う
事
跡

を
、

既

に
南

北
朝

の
争
乱

は
終

わ

っ

て

い
る

の
だ
と

す
る
仮

構

さ
れ
た
世

界

の
中

で
描

き
進

め

て

い
る
わ
け

な

の

で
あ

る
。

故

に
、
院

の
廻

国

・
崩
御

の
記
事

で
そ

の
年

時
性

が
悉

く
朧

化

さ
れ

て

い
る
所

以

は
こ
う

い

っ
た
点

に
あ

る
の
で
あ

り
、
年

時
表

記

の

省
略

は
史
実

性

を
没
却

し
、

ひ
と

つ
の
虚
構

世
界

を
築

く
上

で

の
重
要

な

手
法

・
前
提

と

な

っ
て

い
る
わ
け

で
あ

る
。
そ

れ
は

三
回
忌

の
記

事

に
於

い
て
も
同
様

で
あ
る
。

震
筆
御

八
講

と

い
う
盛
儀

を
述

べ
る

に
も

か

か
わ

ら
ず

、
そ

こ

で
は
同
様

に

一
切

の
年

時
表

現

は
出

て
こ
な

い
。

の
み

な
ら

ず

、

こ

こ
で
は
史

実

で
は
七

回
忌

で
あ

る
筈

の
と
こ

ろ
を
三

回
忌

の

こ
と

と
す

る
な

ど
、

こ

の
重

要
な
儀

式

を
述

べ
る

に
あ

た

り
少
な

く

と
も
史
実

と

い
う
枠
組

は
他

記
事

同
様
考

慮

さ
れ
た

か
た

ち
と

は
な

っ
て

い
な

い
。

 

ま
た
、

院

の
中
陰

の
仏
事

に
関

す
る
記

事
を

見

て
み

る
と
、

 

…
…
恩

ヲ
感

シ
徳

ヲ
慕

フ
旧
臣
多

ト

云

ヘ
ト

モ
、
予
勅

ヲ
被

レ
遣

シ

ニ
依

 

テ
、
参

リ
集

ル
人

モ
希

シ
カ

バ
、

纏

二
籠
僧

三

四
人

ノ
勤

ニ
テ
、

御
中

 
陰

ノ
御

菩
提

ヲ

ソ
奉

レ
資

ケ

ル
…
…

と
極

め

て
簡
素

な
様

で
あ

っ
た

こ
と
が
伝

え
ら

れ

て

い
る
。

『
迎
陽

記
』
・

『師

守
記

』

に
よ

れ
ば

、
確

か

に
葬

礼

が
異
例

に
も
崩

御

の
地

、
丹

波

山

国

で
唐
様

に
て
営
ま

れ
た

こ
と
が

わ

か
る
が
、

中
陰

の
仏

事

は
諸
寺

に
於

い
て
型

の
通

り
行

わ
れ
た

と
あ
り
、

右

の
叙

述

は
院

の
仏

事

の
簡
素

さ

を

や

や
強
調

し

た
も

の
と
な

っ
て

い
る
。

こ
れ

に
三
回

忌

の
記
事

が
続

く

わ

け

で
あ

る
が
、

閑
寂

に
営

ま
れ

た
こ
と

が
強
調

さ

れ
る
葬

礼

の
記
事

は

、

添
く

も
今

上
天

皇
自

ら
法
華

経
を
書

写

し
、
供

養
を
行

っ
た
盛

儀

を
語

る

三

回
忌

の
記
事

と
実

に
対
蹟

的

に
描

き
分

け

ら
れ

て

い
る
こ

と

に
気

付

か

さ

れ
る
。
言

い
換
え

れ
ば
、
そ

こ
で
は
院

の
霊

は
簡
素

な
葬

礼

で

は
な

く
、

三

回
忌

を
通

し
て
初

め

て
鎮

め

ら
れ

る
と

い
う

構
成

に
な

っ
て

い
る

と
捉

え

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、

三
回

忌

の
記

事

に
元

々
対
応

す

る

か
た

ち
で

こ
こ

で
は
閑
寂

な
葬
礼

と
中

陰

の
様

が
描

か
れ

て

い
る

の

で
あ
り

、

院

の
幽
寂

た
る
廻
国

・
葬
礼

の
記

事

は
後

の
盛

大

な
法
要

を
描

く

こ
と

に

よ

り
物

語

と
し

て
完
結

す

る
仕
組

に
な

っ
て

い
る
と
見

る

べ
き
な

の
で
あ

る
。
 

よ

っ
て
、

三
回
忌

の
条

の

み
が
記
事

全
体

に
対

し
後
補

さ

れ

た
と
考

え

る
よ
り

、
如

上

の
性

格

・
意
図

が
通

じ
あ

っ
て

い
る

こ
と
を

鑑

れ
ば
、

光

厳
院

関

係
記

事

の
執

筆

は
応
安

三
年

の
院

の
七

回
忌
以
後

一
括

し

て
な
さ

れ
た
と

見

る

の
が
適

切

と
な

っ
て
く

る

の
で
あ

る
。

故

に
、
巻

三
十
九

の

斯
波

氏

関
係

記
事

以
降
光

厳
院
関

係
記

事
を
含

む
大
尾

ま

で

の
部

分

は
、

貞

治
中

頃

の

一
旦

の
欄
筆

の
後
、

応
安

四
年

以
降

に
な

っ
て
書

き
継

が
れ

一23一



た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
存
本
成
立
の
一
段
階
前
に
光
厳
院
廻

国
の
記
事
を
大
尾
と
す
る
本
文
が
存
在
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
確
か
に
魅

力
的
で
あ
る
。
が
、
斯
波
氏
後
日
調

・
光
厳
院
追
福
の
記
事
の
後
補
性
を

積
極
的
に
裏
付
け
る
材
料
が
な
い
以
上
、
そ
れ
が
果
た
し
て
妥
当
で
あ
る

か
も
う
少
し
慎
重
で
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

結
 
び

 
 
『太
平
記
』
第
三
部
後
半
部
の
構
造
を
手
掛
り
に
し
て
、
現
存
本
巻
三

十
九

「基
氏
芳
賀
合
戦
之
事
」
を

一
旦
の
区
切
り
と
し
た
成
立
の
階
梯
を

考
え
て
き
た
。
巻
三
十
九
前
半
ま
で
の
世
界
は
世
上
に
静
誰
が
訪
れ
る
ま

で
の
過
程
を
伝
え
る
と
い
う
構
想
上
の
纏
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
以
後
の
記
事
群
は
貞
治
五

・
六
年
に
起
き
た
斯
波
道
朝
の
失

脚
、
高
麗
人
来
朝
、
将
軍
義
詮
の
死
と
細
川
頼
之
の
執
事
就
任
と
い
っ
た

重
要
な
事
件
に
刺
戟
さ
れ
て
追
補
さ
れ
た
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
や
は

り
否
め
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
羅
列
的
追
加
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
光
厳
院
廻
国
の
記
事
の
虚
構
性
が
代
表
す
る
よ
う
に
、
書

継
に
あ
た
り
そ
こ
に
は

『太
平
記
』
の
大
団
円
を
形
づ
く
る
十
分
な
意
識

が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「高
麗
人
来
朝
之
事

謝
漱
航
蝋
ヨ
鱗
縦

擦
事
」
で

「四
十
余
年
力
間
、
本
朝
大
乱
テ
、
外
国
静
ナ
ラ
ス
」、
と
作
者

の
視
野
が
国
内
の
争
乱
を
回
顧
し
、
そ
の
上
で
近
隣
諸
国

へ
と
広
が
る
こ

と
や
、
「神
木
帰
座
之
事
」
・
「中
殿
震
宴
再
興
之
事
」
に
二
条
良
基
の
著
作

が
二
度
に
亙
り
引
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
こ
う
し
た
意
識
と
は
無
関

係
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

 
小
稿
は

『太
平
記
』
の
最
終
的
な
成
立
過
程
を
ま
さ
に
素
描
し
た
に
過

ぎ
ぬ
、
文
字
通
り
の

「試
論
」
に
終
始
し
た
。
し
か
し
、
乏
し
い
材
料
を

提

示
し

あ
う
徒

労
を

重

ね

ぬ
こ
と

に
は
、

と
り
わ

け
荘
漠

た

る
第

三
部

の

実

像

は
浮

か
び

上

っ
て

は

こ
な

い
も

の
と
考

え

る
。

大
方

の
御

批

正
を

賜

る

べ
く

、

こ
こ
拙

い
見
解

を
開
陳

し

た
次
第

で
あ

る
。

 
畦
(1
) 

岩
波
書
店

『日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

ほ
か
。

(2
) 

鈴
木
氏

「太

平
記

の
成
立
過
程
l
l
書

継

(か
き

つ
ぎ

)
の
問

題
f

」
・
「欠

巻
前

後

に
於
け
る
太
平
記

の
書
き
継
ぎ
」

(『国
文
』
第
七

・
八
号

、

一
九
五
七
年

 
七
月

・
十
二
月
)
ほ
か
。

(3
) 
増

田
氏

『『太
平
記
』

の
比
較
文

学
的
研
究
』

(角
川
書
店
、

一
九
七
六
年
)

序
章
第

三
節
。

(
4
) 

五
味
氏

「後

醍
醐

の
物
証甲
-

玄
恵
と
恵
鎮
」

(『国
文
学
解
釈

と
教
材

の
研

究
』

一
九
九

一
年

二
月
号
)。

(
5
) 
麻

原
氏

「
『太
平
記
』

の
時
空
i

『愚
管
抄
』
を
基
軸
と
し

て
ー

」

(『日

本
女

子
大
学
紀
要
 
文
学
部
』
第
四

一
号
、

一
九
九

二
年
)。

(6
) 

鈴

木
氏

「太
平
記

の
成
立
と
本
文
流
動

に
関
す

る
諸
問
題
ー

兼
良
校
合
本

 
太
平

記
を
め
ぐ

っ
て
ー

」

(『軍
記
と
語
り
物
』
第
七
号
、

一
九

七
〇
年
)。

(7
) 
中

西
氏

『太
平
記
論
序
説
』

(桜

楓
社
、

一
九
八
五
年

)
m
章
。

(8
) 

以
後
、
本
文
は
玄
玖
本

(勉
誠
社
刊
影
印
本
)

に
よ

る
。
字
体

を
通
行

の
も

 
の
に
改
め
、
読
点
を
適
宜
施
し
、
表
記
も

一
部
改

め
た
と
こ
ろ
が

あ
る
。

(9
) 
長
坂
氏

「
宝
徳
本

『太
平
記
』
復
元
考
ー

河
村
秀
頴
校
合
本
に
よ
る
ー

」

 

(『奈
良
大
学
紀
要
』
第
十

四
号
、

一
九
八
五
年
)。

(10
) 

長
坂
氏

「『太
平
記

』
終
結
部

の
諸
相
ー

"光
厳
院
行
脚

の
事

"
を
め
ぐ

っ

 
て
ー

」

(『日
本
文
学
』

一
九
九

一
年
六
月
号
)
。

(
11
) 
中

西
氏
註

(7
)
前
掲
書
。

(
12
) 

大

森
氏

『『太
平
記
』

の
構
想

と
方
法
』

(明
治
書
院
、

一
九

八
八
年
)
第
三

章
第

五
節
。

(13
) 
古

態
の

『太
平
記
』

に
於

い
て
、
清
氏

の
謀
叛
が
幕
府
顛
覆

を
図
る
畠
山

の

 
誘

い
に
よ
る
と

い
う
筋
立

て
の
明
瞭
な

る
こ
と
を
長
谷
川
端
氏

は
既

に
指
摘
さ
れ

 
て

い
る

(『太
平
記

の
研
究
』

〈汲
古
書
院
、

一
九

八
二
年
V
所
収

「細
川
清

氏
」)
。

(14
) 

長
谷
川
氏
註

(13
)前
掲
書
所
収
「
第
三
部
の
世
界
」、
大
森
氏
註

(12
)前
掲

書
。

(15
) 

本
章
段
が
依
拠
し
た

の
は
絵
巻
系
統

の
伝
本

と
考

え
ら
れ
る
。
安
楽
寺
本
系

 

の
本
文
は
、
八
条
大
将
保
光
死
去

の
記
事
な
く
、

ま
た
本
条

に
関

し

て
は
、
公
忠

 

の
子
息

が
信
明

一
名
し

か
出

て
こ
な

い
こ
と
、
道
真
自

ら
が
醍
醐

帝

に
仇
を
報

じ
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よ
う
と
冥
官

に
申
し
出

て
い
る
こ
と
等
、

『太
平
記
』
本
文
と
は
隔
り
が
あ
る
。

(16
) 

こ

こ
で
は
原
則
と
し

て
史
実
上

の
年
時
を

示
し
た
。

『太
平
記
』
で
は
大
内

帰

順
以
降

の
年
紀
が
貞
治
三
年
と

さ
れ
る
混
乱

が
見

ら
れ
る
。

 

 
仁
木
義
長
帰
順

の
時
期
を
佐
藤
進

一
氏

『室
町
幕
府
守
護
制
度

の
研
究
 
上

』

 

(東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
七
年
)
第

二
章

「伊
勢

・
志
摩

」
の
項

は
貞
治

五

年

の
こ
と
と
す
る
が
、
詳
細

は
不
明
。

(17
) 

佐
藤
氏

『日
本

の
歴
史
9
 
南

北
朝

の
動
乱
』
(中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
)

 

「苦
闘
す
る
幕
府
政
治
」

の
章
。

(18
)

例
え
ば
、

『後

愚
昧
記
』貞
治

二
年
七
月
十

日
条

に
佐
々
木
道

誉
が
斯
波
道

朝

 
と
合
戦
を
す
る
と

の
風
聞

の
立

っ
た

こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
の
は
有
名
。

(19
) 

川
添
昭
二
氏

「鎮
西
管
領
斯
波
氏
経

・
渋
川
義
行
」

(『九
州
中
世
社
会

の
研

究

』
渡
辺
澄
夫
先
生
古
稀
記
念
事
業
会
、

一
九

八

一
年
)
、
『大
分
県
史
』
中
世

篇

 
H

(大
分
県
、

一
九
八
五
年
)
第

一
章
第
三
節
六
参
照
。

(20
) 

但
し
、
菊
池

武
光

の
豊
後
在
陣

は

「阿
蘇
文
書
」

(貞
治
二
年
)
閏
二
月

(正

 
力
)
四
日
阿
蘇
惟

村
宛
斯
波
氏
経
書
状
写

に

「
…
…
抑

凶
徒
退
治
事
、
廻
思
慮

致

壽

策
候
、
武
光
未
当
国
居
候
、
合
戦
事
、
大

友
度
々
錐
令

催
促
候
、
不
道
行
候
間
、

 
不
安
所
存
候
…
…
」

(『南
北
朝
遺
文
』
九
州
編
第

四
巻

四
四
五
二
号
)

と
あ

る
こ

 
と
に
よ

っ
て
確
認
で
き
る
。

(21
) 

瀬
野
氏

「
九
州
地
方

に
お
け

る
南
北
朝
時
代
文
書

の
数
量
的
分
析
』

(『日
本

歴
史
』
第
三

=
二
号
、

一
九
七

四
年
六
月
号
)
。

(22
) 

「入
江
文
書
」
応
安

八
年

二
月

日
田
原
氏
能
軍
忠
状

(『南
北
朝
遺
文
』
九

州

編
第
五
巻
五

一
七

一
号
)

に
よ
れ
ば
、
応
安

四
年

八
月

六
日
、
伊
倉
宮

を
奉

じ
た

菊

池
武
光
が
高
崎

城

へ
押
し
寄
せ
、
翌
正
月

二
日
ま
で
に
百
余
度

の
合
戦

の
末

、

大
友
側
が
こ
れ
を
退
け
た
と
あ

る
。

こ
の
頃

ま
で
豊
後

国

へ
菊
池
氏

の
強

い
圧
迫

 
が
及
ん
で

い
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
尚
、
後

の
史
料

に
な
る
が
、

「佐
田
文
書
」
嘉

慶

二
年

(
=
二
八
八
)
六
月

日
宇
都
宮
親
景
代
申
状

(『南
北
朝
遺
文
』
九
州
編

第

 
六
巻
六
〇
六
二
号
)

で
は
、
「然

九
州
於

.
宮
方
令

一
統
之
時
、
大
友

・
少
弐

・
親

父
河
内
守
経
景
諸

共
上
洛
仕
、
愁
訴
歎
申
之
処
…
…
」
と
あ
る
。
「佐

田
文
書
」
応

安

三
年
十

二
月
二
十
六
日
宇
都
宮
経
景
宛
幕
府
御
教
書

に
経
景
参
洛

の
こ
と
見

え

 
て
お
り
、
そ
の
時

期
の
九
州
情
勢
を
指
し

て

「宮
方
令

一
統
之
時
」

と
称

し
て

い

 
る
の
は
興
味

深

い
。

(
23
) 

類
似
表

現
と
し
て
、

 

a
…
…
其
比
仁
木

右
京
大
夫
義
長

ハ
、
三
年

力
間
大
敵

二
執
巻

レ
テ
、

伊
勢

ノ
長

 

 
野
城

二
篭

タ

レ
ハ
、
知
行
ノ
地

モ
無

ク
、
兵
根

ノ
乏

キ

ニ
依

テ
、
懸

タ

ル

一
族

 

 
郎
従
、
漸

々

二
落
失
テ
、
綾

一=
二
百
余
騎

二
成

ニ
ケ
リ
…

 
 
 
 
 

 
 
(巻
三
十
六

「仁
木
京
兆
宮
方
降
参
之
事
付
大
神
宮
御
詫
自日乏
事
」
)

 
b
…
…
身
毛
堅
立

ツ
神
詫
共

ナ
レ

ハ
、
上
聞
是

二
被
レ驚

テ
、
神

訴
忽

二
裁
許

ア
ル

 
 
ト
覚

ケ
ル
処

二
、
浸
空
耳

ノ
外

二
処
メ
、

三
年

マ
テ
被
閣

ケ

レ

ハ
、
朱

ノ
玉
培

 
 
徒

二
曳
人

モ
無

キ
御
注
縄

…
…

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
(巻

三
十

九

「神
木

入
洛
之
事
付
洛
中
変
異
之
事
)

 
の
如
き
を
見
出

し
得

る
。

a
は
都

を
逐
わ
れ
た
仁
木
義

長
の
伊
勢
国
長
野
城
篭
城

 
に
つ
い
て
。
b

は
斯
波
道
朝

の
邸
前

に
南
都

の
大
衆

・
神

人
が
振
り
捨

て
た
神
木

 
を
三
年
間
放
置

し
た
こ
と
を
述

べ
た
も
の
。
共
に
到
達
点
で
あ
る
当
該
事
件

の
三

年
目

の
状
況

は
記
事
内
部

で
詳
述

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味

で
は
事
件

の
帰
趨

を

予
め
見
通
し
た
上

で
の
表
現

で
あ

る
。

ま
た
、
そ
こ
で
は

「今
年

」

の
語
も
用

い

 
ら
れ

て
い
な

い
点
も
注
目

さ
れ
る
。

(24
) 

『太
平
記
』

は
細
川
頼
之

に

つ
い
て
も
同
様

に

「諸
沙

汰
ノ
途
轍
貞
永
旧
規

 
二
似
タ
リ
ト
云

フ
聞
有

ケ
ル
間
」

と
評

し
、

こ
こ
で
も
理
想

的
為
政
者
像
を
北
条

 
執
権

に
求
め

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(25
) 

大
津
氏

「
『太
平
記
』
全
巻

の

〈解
析
〉
巻

三
六
～
巻

四
〇
」

(『国
文
学
解
釈

 
と
教
材

の
研
究
』

一
九
九

一
年

二
月
号

)。

(26
) 

釜
田
氏
「
流
布
本
保
元
平
治
物
語

の
成
立
を
論
じ

て
太
平
記

の
成
立

に
及
ぶ
」

 

(『国
文
学
』

〈関
西
大
学
〉
十
号
、

一
九
五
三
年
、

『太
平
記

研
究
ー

民
族
文
芸

 
の
論
ー

』
〈
新
典
社
、

一
九
九

二
年
〉

に
再
録
)。

尚
、
佐

藤
氏
註

(16
)前
掲
書

 
に
よ
れ
ば
、
義
将

は
応
安
元
年

八
月
以
前

に
越
中
守

護
に
還
補
さ
れ
た
上

で
桃
井

討
伐

に
当

っ
た

と
の
こ
と
。

『太
平
記
』

の
記
述
と

は
逆
。

(27
) 

古
く

は
参
考
太
平
記
。

ま
た
、

日
本
古

典
文
学
大
系
本

頭
注
ほ

か
参
照
。

(28
) 

長
坂
氏
註

(10
)前
掲
論
文

に
詳
細

な
考

証
が
な
さ
れ
て

い
る
。

(29
) 

恐
ら
く
作
者

の
誤
認

に
基

づ
く
も
の
で
は
あ
る
ま

い
。
尚
、
梵
舜
本

・
毛
利

 
家
本
は
七
回
忌

の
こ
と
と
訂

す
。

(30
) 

例
え
ば

『師

守
記
』
貞
治
三
年
七
月
十
日
条

に
、

「彼
使
者
語
云
、

八
日
太

上

法
皇
御
葬
云
々
、
唐
様

以
寵

葬
申
云
々
」
、
と
見
え
る
。
諒
闇

の
儀

は

『師

守
記
』
・

 

『迎
陽
記
』
同
年
七
月

・
八
月

の
条

に
詳
細
。
今

は
省
略

に
従
う
。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
(こ
あ
き
も
と
 
だ

ん
)
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